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たどつミライ会議 

 

開催概要 

 「たどつミライ会議」とは、多度津町が抱えている課題や、その課題の解決に向けて多様な主体が取り

組んでいる内容を、多度津町に関わる『様々な立場・年齢』の方の間で共有し、意見交換をしてもらう場

です。参加者同士の相互理解を促進するとともに、参加者が多度津町のことを「自分ごと」として捉える

キッカケづくりを行い、官民協働によるまちづくりを推進することを目的に、令和元年度より実施してい

ます。 

今回は、公募及び関係団体からの推薦により１２人の方にご参加いただき、次期総合計画策定に向けて、

次期計画が終わる「８年後の多度津町」をテーマに行いました。ある時は和気あいあいとした雰囲気で、

またある時には白熱した様子で、活発に議論が行われました。 

開催日時 令和 5年１２月４日（月） １８：００～２０：００ 

参加者 １２人  （公募及び関係団体からの推薦） 

ファシリテーター 株式会社ONDO 谷 益美 

内容 ■まず、４人ずつのグループに分かれ、「理想の８年後の多度津町」というテ

ーマで、模造紙に意見を書き出しながら、自由に話し合う。決められた時間

を過ぎたら、グループのメンバーを変えて話し合いを行い、意見を発展させ

る。（ワールドカフェ方式） 

■次に、最初のグループに戻り、それぞれが「理想の多度津のために、自分

ができること」を紙に書き、それをグループ内で共有する。グループ内で共

有した上で、自分たちがそれを実行するために、行政にどんなサポートをし

てほしいかを、意見交換しながら考える。 

 

   

    



 

〇「理想の８年後の多度津町」についての意見 

 

・ぶどう・オリーブ・アスパラガス・牡蠣といった、ブランド力のある特産物があるので、農業・漁業が

もっと発展してほしい。 

・歴史・文化の資源を生かして、観光振興等を行い、昔に負けない活気のあるまちとなるとともに、町民

に郷土愛をはぐくんでほしい。 

・人口が減少し、財政状況が厳しくなっていく中、「稼ぐ」ことを意識して観光振興を行ってほしい。 

・広報・情報が活発に行われ、多度津の魅力がたくさんの人に届いてほしい。 

 

 



 

 

 

 



〇理想の多度津町にするために求めるサポート 

 

・子ども食堂実施のための食材・交流スペースの確保支援 

・気軽に相談できる場の設置 

・まちづくり団体と、中学生等の若い世代との接点づくり 

・観光客向けにモデルコースを作る 

・どっつとうどん店をコラボして集客する等、ITを活用する 

・スポーツができる場所（バスケットボールの３×３のコート）を作る 

・事業を実施したい人への空き家・空地の紹介 

・移住者・子育て世帯への補助金の支給 

・子どもも大人も楽しめるスポーツイベントの開催 

・多度津の歴史や文化を知ることのできる機会を作る 

・データ・情報の公表 

・農業従事者同士の接点づくり 

 



 


